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𝑥𝑥1  
（中央値） 

𝑥𝑥2 ＞ 𝑥𝑥1 
休眠預金活用の意義 

𝑥𝑥3 ≧ 𝑥𝑥2 ＞ 𝑥𝑥1 

Push3 

① 

② 

指定活用団体及び資金分配団体におけるガバナンス・コンプライアンス体制 
「革新的な手法には PD, CAサイクル」 

    Miss 

 

1.「----- 困難な社会の諸課題の解決を図る ----- 公益に資する------」 

 

現状の社会分布 

 

 

 

 

 

 

 

公共政策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「革新的な手法に対する成果があるとすると----」という結果    

Push1 

Push2 

Push1 X・Y軸以外の 
別の視座 

北地達明委員 

提出資料 
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push1 更に手厚く 

  push2 政策を補完 

  push3 より伸ばす 

 

例：若者支援の教育面 

①の考え方 政 策：大学の無償化（低所得者世帯への生活費と授業料） 

push1：家計の機会収入の補填 

  push2：進学したいコースに進める（理科系／医系、スポーツ・芸術） 

push3：（所得が高くても）より高いレベル（学問？研究？語学留学？） 

②の考え方 ・アカデミア+（ドイツ型）職業大学 

・大学院教育を前提とする 

・研究環境充実 

・児童時期から個性の伸長（予定調和だけではない:東大 Rocket） 

・教員待遇改善(特に公務員) 

 

例：地域社会の活力 

①の考え方 政 策：地域の生産力を維持する補助金 

push1：エネルギーコストを下げる、物流コストを下げる 

  push2：地域産業の webの多言語化 

push3：Management Buy Out（強いから買う） 

②の考え方  ・実は老人が働いた方が良い 

            ≒軽い運動であれば（cf. 長野、香港） 

          ・地域にトンチン性の経済構造を導入する（ふるさと納税等） 

         ・法に関わる例：東京型経済以外の移民(国籍取得、永住権)制限  

                 休眠資産活用の根拠を与え経済を生む(伐採権等) 

 

 

2.  Plan － Do － Check － Act ：                            
計画   実行   計画    改善  
   （study） 

 

 

(a) Do の前の Feed Forward Control 

(b) Check（study）のプロマネ＆モニタリング 

※ 資金 の効率的運用（Capital 

Call） 

 

 

指定活用団体   分配団体  現場の活動 

 

 

 

cascading down 

情報の収取と報告 

革新的手法は Doが破れる（Miss） 

方向にプロスペクトがあるのでは？ 
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(a) Feed Forward Controll 

① 公益法人的管理   公益法人の新規事業・予算のコミットメント 

    一般法人の公益的支出（継続事業） 

② NPO法人 － 特定非営利活動（20種類）、定款 

  － 自主的法人運営 

③ （投資）契約関係 － 自由だが全て有効という訳ではない 

 

(b) Check 

① 開示・説明責任 

② 構成員の代表による執行サイドへの承認 

 

(c) Missを早く発見し是正する 

① プロマネ ----- 各法の体系とどう整合させるか 

cf. フェア・ディスクロジャー・ルール（上場企業） 

② モニタリング：開示でなく KPI 

cf. 別体系の管理会計・集計間違い 

③ 差止・介入の根拠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北地 達明 
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休眠預金活用審議会（第８回資料）                2017 年 11 月 29 日  
 
      指定活用団体の組織と活動の関係について 

中央大学法科大学院教授  
野 村 修 也 

 
（１）指定活用団体の内部組織（再考） 
 
選任                評議委員会 
解任   選任解任 報告    開催   重要事項の決定（理事の選任・解任など） 
    監事（過半数は外部監事）  理事会（内部理事＋過半数の外部理事） 
    報告 
  会計監査人                    コンプライアンス委員会 
 （監査法人）                    （外部理事＋外部委員） 
                           業務監視委員会 
                           （外部理事＋外部委員） 
                 監督        人事・報酬委員会 
              選定・解職  報告    （外部理事＋外部委員）       

       代表理事 
 
 
   

              内部告発・公益通報 
 
      （職員組織） 
        総務部（企画・立案・理事会及び委員会運営など） 
        人事部（職員の人事管理） 
        経理部（経理・会計） 
        審査部（資金分配団体の審査・決定） 
        監督部（資金分配団体の活動評価・監視・監督・処分） 
        調査・研究部（革新的手法の調査・開発） 
        広報部（各種プロモーション、イノベーション創出、革新的手法の普及） 
        支援部（伴走型支援・人材育成・「知の構造化」センター業務） 

制度評価部（休眠預金等活用システム全体の評価・検証） 
        内部監査部（資金分配団体にも立入り） 
 
 

野村修也委員 

提出資料 
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（２）伴走型支援組織の制度的位置づけ（独立型）（再考） 
 
   指定活用団体  
    審査部・監督部      支援部  
  審査・選定 監督・処分 
                             資金分配団体の設置地域に 1 組織 
   資金分配団体       委員推薦・解任勧告    （休眠預金を活用） 

            監督               選任・監督・解任 
審査・監督部署 監視  伴走型支援組織（外部委員のみ） 

審査・選定・監督・処分   相談・課題共有・指南・アドバイス  
 
                   現場の団体 
 
【各委員会の役割】    
 コンプライアンス委員会（月 1 回程度開催。外部理事・外部専門家（若干名）・監事が集

まってコンプライアンスに関するモニタリング。外部理事が理事会で審議内容を報告） 
 業務監視委員会（月 1 回程度開催。外部理事と外部専門家（若干名）が集まって業務の

執行状況についてモニタリング。定期的に業績評価報告書を取りまとめる） 
 人事・報酬委員会（半年に１回程度開催。外部理事と外部専門家（若干名）が集まって

理事の人事と報酬についてチェックする） 
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（３）指定活用団体の活動と組織 
①業務執行 
 A．意思決定・執行・総務                 意思決定＝理事会 

執行＝理事長 
                             （職員組織） 
                              ・総務部 
                              ・人事部 
                              ・経理部 
 

B．資金分配団体への助成・貸付／現場の団体への貸付   （職員組織）  
   ・優先的に解決すべき社会の諸課題の決定        ・審査部 

・イノベーション創出、革新的手法の普及 
   ・資金分配団体の決定                  
     申請方法・様式等の決定                 
     申請相談・申請受理                        
     審査・決定                          
   ・資金分配団体の活動評価・監視・監督・処分      ・監督部 
 C．調査・研究                      ・調査研究部 
   ・「知の構造化」に関する調査・研究 

・革新的手法の調査・開発 
 D．プロモーション機能                  ・広報部 
   ・イノベーション創出、革新的手法の普及 
 E．伴走型支援・人材育成・「知の構造化」センター業務   ・支援部 
   ・伴走型支援組織の選定・監督 
   ・伴走型支援人材の育成・ネットワーク作り 
   ・「知の構造化」センター業務 
  F．休眠預金等活用システム全体の評価・検証        ・制度評価部 
 
②指定活用団体の業務の健全性を確保するための監督活動 
 A．違法性監査                     ・監事 
 B．会計不正の監査                   ・会計監査人 
 C．法令等遵守                     ・コンプライアンス委員会 
 D．リスク管理                     ・業務監視委員会 
 F．執行機関の健全性確保                ・人事・報酬委員会 
 G．内部統制システム                  ・内部監査部 
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指
定
活
用
団
体

の
組
織
図

評
議

会

選
定

・
評
価

委
員
会

※
※

業
務

執
行
理

事

事
業

部
門

管
理

部
門

会
計
監
査
人

監
事

理
事

会

人
事
・
報
酬
委

員
会

※
業

務
監

査
委
員
会

※
※

※

内
部
監
査

指
定
活
用
団
体
自
身
の

業
務

監
査
（
年

1回
）

資
金
分
配
団
体
の

業
務

監
査
（
年

1回
）

総
務

・
人
事

経
理

・
財
務

指
定
活
用
団
体
の

資
金
管
理

広
報

先
駆
的
事
例
の
紹
介

ア
ワ
ー
ド

経
営
支
援

資
金
分
配
団
体
の

研
修

人
材
育
成

調
査

研
究

評
価

手
法
の
開
発
・
普
及

評
価
人
材
の
育
成

資
金
提
供
手
法
の
開
発

案
件
創
出

資
金
提
供

資
金
分

配
団
体
の

審
査

・
選
定

進
捗
管
理

評
価

事
務
局

※
※
※

※
※

※

外
部
の
目

意
見
申
し
立
て
窓
口

選
任

・
解
任

指
定
活
用
団
体

の
選
定
基
準
（
案
）

・
休
眠
預
金
活
用
促
進
に
関
す
る
基
礎
的
理
解

・
3領

域
の
社
会
課
題
及
び
ソ
ー

シ
ャ
ル
セ
ク
タ
ー
の
現
状
に
関
す
る
分
析
力

・
休
眠
預
金
の
資
金
活
用
の
効
果
的
提
案
（
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
含
む
）

・
資
金
分
配
、
経
営
支
援
、
成
果
評
価
、
案
件
組
成
、
広
報
啓
発
等
の
業
務
に
関
す
る
専
門
的
知
見
と
実
施
体
制

・
資
金
分
配
団
体
と
の
応
答
的
な
関
係
構
築
の
工
夫

・
外
部
の
目
を
入
れ
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築

・
公
益
性
の
担
保
（
組
織
目
的
、
役
員
の
三
分
の

1規
定
、
報
酬
規
程
、
残
余
財
産
帰
属
な
ど
）

指
定

活
用
団

体
の

指
定

に
向

け
て

専
門
委
員

岸
本
幸
子

監
査

岸
本
幸
子
専
門
委
員

提
出
資
料
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指
定
活
用
団
体
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
役
割
に
つ
い
て

認
定

NP
O
法
人
フ
ロ
ー
レ
ン
ス

代
表
理
事

駒
崎
弘
樹

駒
崎
弘
樹
専
門
委
員

提
出
資
料
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指
定
活
用
団
体
の
ス
キ
ー
ム
イ
メ
ー
ジ
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概
要 
ミ
ッ
シ
ョ
ン

我
が
国
を
蝕
む
社
会
課
題
群
に
対
し
、
最
善
の

解
決
策
を
見
つ
け
、
育
て
、
広
げ
て
い
く
う
ね

り
を
創
る


役
割
（
１
）
資
金
提
供

（
２
）
経
営
支
援

（
３
）
評
価

（
４
）
情
報
整
理
・
発
信
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資
金
提
供

①
助
成
：
成
果
志
向
に
立
脚
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
型
助
成

・
複
数
年
度
ベ
ー
ス

・
成
果
連
動
型
な
ど

②
投
融
資
：
民
間
資
金
の
呼
び
水
効
果
を
意
識
し
た
投
融
資
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
SI

B 
・
低
利
子
・
無
利
子
融
資

・
超
長
期
融
資
に
よ
る
擬
似
出
資

・
準
株
式
な
ど

③
そ
の
他
：
案
件
形
成
へ
の
資
金
提
供

•
案
件
発
掘
、
調
査
、
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ
や
モ
デ
ル
事
業
へ

の
機
動
的
な
資
金
提
供
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経
営
支
援

①
資
金
分
配
団
体
の
強
化
・
育
成

•
案
件
を
自
ら
発
掘
し
、
現
場
団
体
の
能
力
形
成
の
道
筋
を
作
る
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
型
人
材
の
輩
出
・
育
成

•
資
金
分
配
団
体
の
経
営
力
向
上
支
援
等

②
エ
コ
シ
ス
テ
ム
創
出

•
個
別
の
資
金
分
配
団
体
、
現
場
団
体
の
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
相
互
に

支
援
・
協
力
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
自
律
的
に
共
有
し
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
（
ア
ワ
ー
ド
の
実
施
・
メ
ン
タ
ー
マ
ッ
チ
ン
グ
・
業
界
形
成
）
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評
価 ①
手
法
開
発

•
資
金
分
配
団
体
や
現
場
団
体
が
使
う
、
簡
便
で
適
切
な
評
価
手
法
の
開

発

②
実
践 •
資
金
分
配
団
体
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
評
価
・
測
定

③
環
境
づ
く
り

•
評
価
ツ
ー
ル
を
使
え
る
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
高
評
価
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
ア
ワ
ー
ド
し
、
費
用
対
効
果
の
高
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
社

会
に
紹
介
し
て
い
く
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情
報
整
理
・
発
信

①
リ
サ
ー
チ

•
社
会
課
題
を
発
掘
し
、
案
件
形
成
の
種
を
見
つ
け
る
こ
と

•
海
外
の
先
行
事
例
を
調
査
・
分
析
し
、
知
見
と
し
て
共
有
す
る
こ
と

②
構
造
化

•
問
題
構
造
を
分
析
し
、
解
決
に
向
け
て
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
共
に
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
設
計
す
る
こ
と

③
発
信
（

PR
）

•
問
題
構
造
や
社
会
課
題
を
積
極
的
に
発
信
し
（
イ
シ
ュ
ー
レ
イ
ジ
ン
グ
）
、

世
論
喚
起
を
行
う
こ
と

•
休
眠
預
金
活
用
の
意
図
や
目
的
、
成
果
を
国
民
に
広
く
発
信
・
共
有
す

る
こ
と
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指
定
活
用
団
体
・
資
金
分
配
団
体
の
役
割
・
機
能
と
現
場
団
体
の
革
新
性

種
別

指
定

活
用

団
体

資
金

分
配

団
体

資 金 提 供

助
成


“
成
果
志
向
に
立
脚
し
た
助
成
”
を
前
提
と
す
る
資
金
提

供


成
果
志
向
に
立
脚
し
た
助
成
の
実
施

投
融

資


民
間
資
金
の
呼
び
水
効
果
を
意
識
し
た
投
融
資
プ
ロ
グ

ラ
ム
へ
の
資
金
提
供


民
間
資
金
の
呼
び
水
と
な
る
ス
キ
ー
ム
の
開
発
と
実
行
（

S
IB
、
準
株
式
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ボ
ン
ド
等
）

そ
の

他


案

件
形
成
へ
の
資
金
提
供

（
案
件
発
掘
・
調
査
・
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ
・
モ
デ
ル
的

試
行
）


ガ
バ
ナ
ン
ス
や
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
必
要
な
事
項
を

組
み
込
ん
だ
資
金
提
供
の
実
施

（
例
：
役
員
派
遣
、
事
前
承
認

事
項
、
事
後
報
告
事
項
、

in
fo

rm
at

io
n
 
ri
gh

ts
な
ど
を
契
約
し
た
上
で
資

金
提
供
を
実
施
、
等
）

経 営 支 援

個
別

伴

走
支

援


資

金
分
配
団
体
の
強
化
・
育
成

（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
型
人
材
の
輩

出
・
育
成
支

援
、
資

金
分
配

団
体
の

経
営
力

向
上
支
援
等
）


各
種
経
営
支
援
の
実
施

（
イ
ン
パ
ク
ト
成
長
戦
略
の
策
定
、
成
果
指
標
・
手
法
の
整
理
（
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ

ル
含
む
）
、
経
営
管
理
・
組
織
運
営
体
制
作
り
、
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
イ
ン
パ
ク
ト

創
出
に
向
け
た
経
営
資
源
の
提
供
・
連
携
促

進
、

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
支
援
）

エ
コ
シ
ス

テ
ム
創
出


自

律
的
に
相
互
に
学
び
合
い
・
協
力
し
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
創
出

（
ア
ワ
ー
ド
の
実
施
・
メ
ン
タ
ー
マ
ッ
チ
ン
グ
・
業
界
形

成
）

評 価

手
法

開
発


社

会
的
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
の
手
法
の
一
般
化
・
モ
デ
ル

化


社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
の
導
入
な
ど
、
成
果
志
向
に
立

脚
し
た
資
金
支
援
の
実
施

実
践


資

金
分
配
団
体
へ
の
評
価


現
場
団
体
へ
の
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
の
推
進
・
知
見

提
供
・
ノ
ウ
ハ
ウ
共
有

環
境

づ
く
り


評

価
人
材
の
輩
出
・
育
成


ア
ワ
ー
ド
の
実
施


ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
共
有
・
模
倣
・
水
平
展
開

情 報 整 理 ・ 発 信

リ
サ

ー
チ


社

会
課
題
解
決
に
向
け
た
統
計
情
報
の
活
用
・
整
理


先

行
事
例
（
海
外
含
む
）
の
調
査
・
翻
訳


調
査
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営


現
場
団
体
と
協
働
し
た
課
題
把
握
・
担
い
手
発
掘

構
造

化
・

分
析


課

題
に
関
わ
る
情
報
デ
ー
タ
・
資
料
の
整
理
・
構
造
化


構

造
化
に
向
け
た
専
門
家
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト


課
題
解
決
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
巻
き
込
み
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
・
共
有
化

発
信

（
PR

）


社

会
課
題
の
積
極
発
信
（
イ
シ
ュ
ー
レ
イ
ジ
ン
グ
）


休

眠
預
金
活
用
の
意
図
・
内
容
・
結
果
に
関
わ
る
全
体

像
を
国
民
へ
発
信


支
援
先
の
民
間
公
益
活
動
団
体
の
活
動
成
果
の
発
信


資
金
分
配
団
体
と
し
て
の
成
果
の
説
明
・
発
信

現
場

団
体

テ ー マ の

革 新 性


社
会
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な
い
・
可

視
化
さ
れ
て
い
な
い
課
題
へ
の
対

応

（
受
益
者
と
課
題
解
決
の
担
い
手
が
極
端
に
少
な

い
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
、
等
）

ビ ジ ネ ス

モ デ ル の

革 新 性


新
た
な
発
想
に
基
づ
く
課
題
解
決

モ
デ
ル
・
収
益
モ
デ
ル
・
運
営
手
法

の
開
発

ス ケ ー ル ア ッ プ ・ ス ケ ー ル ア ウ ト に 関 す る

革 新 性

ス
ケ

ー
ル

ア
ッ
プ


試
行
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
に
基
づ
く
事
業

拡
大

ス
ケ

ー
ル

ア
ウ
ト


試
行
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
に
基
づ
く
他
地

域
・
他
組
織
展
開

制
度

化


政
府
施
策
と
し
て
の
制

度
化
に
向
け
た
提
案

技 術 的 革 新 性


IT
利
用
な
ど
、
従
来
に
は
な
い
技

術
的
革
新
を
伴
う
課
題
解
決
の
実

践
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